
★交通事故の発生状況（県内及び赤穂警察署管内）

　　

○違反別

○時間別

○事故類型別

○交番・駐在所別

交通事故発生状況（令和８年３月末）

赤穂警察署管内の事故分析（令和８年３月末）

高齢者の方は、ひと呼吸おいて左右の安全確認を！
令和７年中、赤穂市内で１３４件の人身事故が発生

うち高齢者が関係する事故は77件 （約57.4％）

赤穂警察署事故防止スローガン「イヤホンを 外して聞こえる 街の音」

【赤穂警察署管内の交通事故分析】
○違反別

一時不停止と前方不注視が原因の事故が多発し

ています。

一時停止や徐行は確実に!! 脇見は厳禁!!
○時間別

昼間帯と夕暮時に事故が集中しています 

6～8時、１0～１2時、14～16に事故が多発!!

○事故類型別

追突や出会頭の事故が多くなっています。

交差点や交差点付近では安全確認を!!

令和８年 令和７年 増減 令和８年 令和７年 増減

1,084 1,155 -71 3,296 3,400 -104

死 者 数 12 6 6 32 23 9

傷 者 数 1,265 1,411 -146 3,812 4,032 -220

11,599 11,623 -24 33,856 32,772 1,084

4 9 -5 32 28 4

死 者 数 0 0 0 0 0 0
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内重傷者数 1 1 0 4 1 3
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【兵庫県内及び赤穂警察署管内の交通事故発生状況】

令和８年３月末における県内の人身事故は、昨年と比較して減少しています。

死亡事故死者は前年対比して９名増加しており、高い水準が続いています。

（死者数32人のうち高齢者は17人）

赤穂警察署管内では人身事故は4件増加、物件事故は27件減少しています。

人身事故の約81パーセントは、交差点や交差点付近で発生しています。

引き続き交差点では、安全速度と前方・左右の安全確認を、

一時停止がある交差点では確実に一時停止をして通過するようにしましょう。

3月末の県内の人身事故は3296件

うち高齢者の関係する事故は1195件 （約３6％）

3月末の赤穂市内の人身事故は32件

うち高齢者の関係する事故は10件 （約31％）


